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平成１８年度 第４回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
日時：平成18年12月18日(月) 10 時25 分～11 時55分 
場所：室蘭工業大学 共同利用施設 ２階 ＳＣＳ室 
主催：室蘭工業大地域共同研究開発センター               
共催：室蘭工業大学地域共同研究開発センター研究協力会  
産学官推進事業実行委員会、(財)室蘭テクノセンター 
室蘭工業大学航空宇宙機システム研究センター 
企業における宇宙研究の取り組みについて、システムと基礎研究 
(短時間微小重力環境での液体挙動実験の実例) 
 人工衛星や宇宙ステーション内部では重力が小さくなり（微小重力環境）、地上とは異なる現象が見ら
れる。微小重力環境は、地上では浮力の影響で混ざりにくい材料が容易に混合するため、新たな材料が創
生できる等のメリットだけでなく、液体のハンドリングや気泡の除去が難しくなる等のデメリットを有す
る。本セミナーでは、後者に関連した研究として、人工衛星用の燃料タンク、宇宙ステーション向けの気
泡除去装置に関する短時間微小重力実験について紹介する。 
 微小重力環境ではタンクの内部で液体は浮遊するため、液体をうまく排出することができない。そこで
人工衛星のタンクには、微小重力下でも液体を常に出口に供給する機構（推薬捕捉機構）が内蔵されてい
る。本研究では、微小重力環境で重力に代わって支配的となる表面張力を利用した捕捉機構として、ベー
ン(薄板)型推薬捕捉機構を検討した。本機構を内蔵した小型タンクを試作し、落下塔を用いた短時間微小
重力実験および数値解析によりタンク内部の液体挙動を調査した。本形式のタンクを実際の人工衛星に搭
載し、推薬の捕捉機構が正常に機能することが確認された。 
 さらに微小重力下で機能する気泡除去装置として、遠心力を利用したものを考案し、その性能を短時間
微小重力実験により確認した。 
 本セミナーでは、上記の短時間微小重力実験装置開発の際に留意したこと、装置メーカーとのやり取り
についても実体験を踏まえて紹介する。 
客員教授(石川島播磨重工業㈱ 基盤技術研究所熱流体研究部主任研究員) 今井 良二 
教育研究等支援機構教授 棚次 亘弘 
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（引用：USEF ホームページ） 
室蘭地域企業の自動車産業への参画へ
の可能性を探るパネル討論会 
研究シーズの特徴や製品への応用について説明 
函館・室蘭地域間連携交流会 
本学地域共同研究開発(CRD)センター、函館工業高等専門学
校地域共同テクノセンター、産学官連携クリエイティブネッ
トワーク、北海道中小企業家同友会が主催して、産業のバッ
クグランドの異なる室蘭地域と函館地域の人的交流や連携
促進を目的に、11 月 15 日函館国際ホテルにて函館・室蘭地
域間連携交流会を開催した。 
交流会には、本学や函館高専等大学関係者、企業、行政か
ら 62 名の参加があった。開会に際し、クリエイティブネッ
トワーク沼崎弥太郎会長より、本会の意義と期待に対する熱
い思いの挨拶の後、本学および函館高専の教員から、ユーザ
ーの目線に立った 7件の研究シーズ紹介があった。 
 
＜室蘭工業大学＞ 
・建設システム工学科教授 溝口 光男氏 「地震を受けたときの建物の安全性の改善・向上」 
・電気電子工学科教授 福田 永氏 「次世代半導体製造に向けた高密度表面波プラズマ装置の開発」  
・情報工学科助教授 魚住 超氏 「感性計測評価の基盤技術とその応用」 
・環境科学・防災研究センター長 杉岡 正敏氏 「環境科学・防災研究センターの研究活動」 
＜函館工業高等専門学校＞ 
・電気電子工学科助教授 三島 裕樹氏 「新しい電力流通システムの研究開発状況」 
・情報工学科助手 小山 慎哉氏 「マルチメディアテーブルによる共同利用支援及び視覚障害者支援」 
・環境都市工学科助手 小玉 齋明氏 「寒冷地における岩石・岩盤構造物の風化、多孔質岩石の吸着能力
評価」 
引き続き和気藹々とした中、熱気に満ちた交流懇親会が開催され、函館高専長谷川淳校長より「次回は
是非、室蘭で」との熱いメッセージがあった。 
 
大学・企業技術交流会／フロンティア技術検討会開催報告 
本学 CRD センター、同センター研究協力会、(財)室蘭テクノセンター、室蘭地域環境推進コアから構成
される地域産学官連携事業実行委員会主催のフロンティア技術検討会（大学企業技術交流会）が 11 月 29
日（水）に室蘭市中島神社蓬崍殿で開催された。基調講演とパネル討論会を通じて、自動車産業を見据え
た地域産業技術の展望を考えるフォーラムであり、室蘭、苫小牧地域の企業、行政、本学教員等の関係者
156 人が出席した。 
橋本久義政策研究大学院教授の「活力ある地域産業を目指して－今、中小企業に求められるもの－」と
は人徳と魅力が備わった経営者が多く、メッキ、粉末冶金、研磨等の強い基盤技術が無くなると先端機械
は造れず、これら個々の高度な基盤技術の集積が日本のモノづくり強みである。中国の近年の飛躍的な産
業発展の状況、中国歴史から創出される国民性、中国の産業の限界について解説しながら、「モノづくり
は持久戦であり、辛抱する日本に必ずチャンスがある。それを支えるのは中小企業である」と締めくくっ
た。 
パネル討論会は橋本教授、横山明トヨタ自動車北海道㈱代
表取締役専務、上野隆室蘭商工会議所副会頭、清水一道本学
助教授をパネリストに、コーディネーターを本学宮地隆夫理
事が務めて、自動車産業に対する室蘭地域の取組みについて
意見交換した。 
このうち横山専務は「室蘭・苫小牧の連携により、世界へ
の素形材部品の供給拠点を目指したい」と今後の抱負を語ら
れた。上野副会頭は「自動車の性能の向上には日本製の特殊
鋼が不可欠である」として室蘭の優れたバネ鋼を紹介、清水
助教授は 10 月開設のモノづくりセンターの紹介と「実践的
な技術を有する学生の教育と中核鋳造技術者の社会人教育
を目指す」と強調した。 
終了後は交流会を開催し、意見交換・情報交換を行なった。 
